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イスラエルＡＶＲ社に行ってきました！

６月２日（月）

在、イスラエル、ハイファ。夜景がきれいだったノフホテル。

９：３０、ＡＶＲ社のダー社長が迎えに来てくれる。私は一応、フォーマルな格好をし

ていたが、彼はポロシャツにズボンにスニーカという格好なので、かえって恐縮する。３

０分ほどでＡＶＲ本社に到着。イスラエル政府が誘致した工業地帯の中の１ビルの１フロ

アーを使った本社で、補聴器の生産部署は畳で４０畳ほどの小さい部屋で、ここで多くの

ＦＭ補聴器を生産していると思うと本当に驚く。生産マネージャ、開発マネージャなどと

会い、ダー社長より、Extend-Earの次期開発器種を紹介される。初代Extend-Earの問題

点をほぼ完全に解消できる器種、スケルチ搭載（しかし、必要によってはホワイト・ノイ

ズを出し、ＦＭ非受信を明確に知ることができる）、Ｔコイルを内蔵し、「Ｂ」時にＦＭ

と内蔵マイクのバランスを１２ｄＢの幅で変更可能に。その他、マイクもタイピンマイク

を使うことで、２マイクが使えたりと、様々な工夫がなされている。どの新製品も我々が

日本で「ここが問題だ」とか「こうした工夫を」というような提案を生かした工夫がなさ

れており、彼らの製品開発のフレキシビリティを感じ

る。とかく、補聴器に対して様々な提案をしても、次

の製品に何も生かされていないことが多く、残念に思

うが、吸収力があるというか、ユーザーの意見を製品

に生かすのが上手というのか、今度の新製品はそれな

りに期待できそうに思える。

ニュ－Extend-Ear、ＲＸシリ－ズの主な改良点

★Ｂ・Ｆ・Ｍの３段階スイッチ（電源は電池室で兼用）

★聞こえの程度によって、切替可能なスケルチ回路

ホワイトノイズを出すか、出さないかを選択可能

★リニアアンプに加え、ＡＧＣアンプも用意

★Ｔコイルスイッチ（独立スイッチ）付きを用意

★オーディオシュー状の受信ユニットをかぶせるこ

とで、別の周波数を受信することが可能

★Ｂポジション時、ＭとＦのバランスが変更可能

★受信アンテナが細く、耐久性も向上

イスラエルのテルアビブの難聴関連施設には、すで

に Informationが配られていた。日本発売の予定日は

未定とか。
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人工内耳と出会って

－教育現場から－ 加藤慶子（大宮聾学校）

［ＡＣＩＴＡ］の会員になってから５～６年になると思います。私はろう学校の教師で

すが、人工内耳の手術を子どもとしては最初の頃に手術したＹ君を担任していた時から、

［ＡＣＩＴＡ］とおつきあいさせてもらっています。Ｙ君は３歳の時に髄膜炎で失聴し、

４歳から大宮聾学校幼稚部に入学しました。今は小学６年生になりました。突然の失聴の

ショックのせいか、歩くことや普通の子どもだと当たり前の遊びも不安そうでした。当時、

聴力検査の結果、反応があったのは２５０Ｈｚで９０ｄＢの音だけでした。太鼓の音でＯ

Ｎ・ＯＦＦがわかり、また簡単なリズムの違いを聞き分けるぐらいで、呼んでも振り向く

ことはありませんでした。精神的に安定した頃から言葉は増えていきましたが、発音はく

ずれていきました。

この聴力ではなかなか自然な発音は難しいと考えましたが、ご両親からすれば何とか発

音をきれいになりはしないかと思い、発音訓練装置を家で買うことまでを考えた末に、出

会ったのが人工内耳だったのだと思います。春休みにアメリカのぺンシルバニア病院に相

談に行くことを聞き、その行動力に驚いたものでした。先天、後天性に関わらず、親御さ

んは我が子が難聴であると受けとめてからも、次は「最高の医療を、最高の教育を」と悩

まれるのだと思いました。

ご両親の希望を聞いて、新聞で読んだことはあってもＹ君自身にとっての適否は判断で

きませんでした。市内の通園施設に舩坂先生が診療に来られる日に相談に伺いました。６、

７年前のことなので、成人の症例はあっても日本では子どもの症例はなく、「時期尚早、

文部省さんはリハビリのチームに入れますか？、他の職種の人と教師が一緒に動くのは難

しくはありませんか？」との答えだったように覚えています。リハビリのチームをどう作

るのかイメージが湧きませんでしたが、新しいことをするのに文部省を待っていたら、確

かに気の遠くなるほどの時間は要ると思いました。しかし、『担任している子どもが手術

をし、その後必要なリハビリが学校でできるものならば、「しよう」と思う教師は多いの

に』とも思ったものです。

その後、「時期尚早と言われても、親の気持ちはそういうものではない」とのお父さん

の言葉に、親と教師の立場の違いを感じ、とにかく一緒に勉強しようと思いました。人工

内耳に関わる研究会や学会に足を運び、情報を集めました。城間先生や中西先生、役員の

岩沢さん、小木さんとお会いすることができ、学会の論文等ではわからない「生きた人工

内耳」を知り、身近に考えられるようになりました。

見たことも触れたこともないと勝手に想像してしまい、どこかのえらい人がダメならダ

メ、良いなら良いという判断を鵜呑みにしてしまうところでした。城間先生や中西先生か

ら人工内耳の適応について伺う中で、人工内耳は１００ｄＢ以上の聴力の子どもが多いろ

う学校が、今後考えなければならなくなる問題なのだと認識するようになりました。

Ｙ君は小学部２年の時に手術をし、３年生から地域の小学校に通っています。音入れに

立ち会い、音の数の聞き分け、大小の聞き分け、簡単なことばの聞き分けができるように

なったのを見たときは正直に良かったと思いました。手術後、２～３年間は、大きな変化

はなかったのですが、音のある生活をしているなぁと感じることがありました。Ｙ君が４

年生の時に「人工内耳をつけてどう？」と尋ねたら、「いろいろな音が聞こえて便利だよ」

と言っていたので、少し期待したりもしました。しかし、５年生になると、人工内耳があ

まり生きていないのではないかと思うことがありました。電極が半分はずれてしまったこ

ともあるとは思いますが、ご両親は期待していたよりも効果が少なかったことなどから、

電極埋め込みの再手術には今のところ消極的なようです。
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子どもの場合、気長に見守っていかないとわからないというのが感想です。教師の目で

見れば、補聴器よりも効果はあったと思うのですが、親御さんの気持ちにするともう少し

期待が大きかったようで、「こんな・・・」と思っているのではないかと想像しています。

幼少児について人工内耳の効果を左右するのは、①失聴時期、②失聴期間、③教育方法

と言われていますが、Ｙ君の場合は、失聴時期が３歳であり、言語習得も充分ではない時

だったので、「術後の効果は、補聴器よりは良くても大きな効果が約束されているのでは

ない」ことは何回も聞いていました。しかし、悩みに悩んでも、やはり期待してしまうの

が親心なのだと思いました。

Ｙ君の手術から４年たち、保険の適用がされるようになり、今では５０人以上の子ども

達が手術をしたようですが、その実態は５年前と変わらず、混沌としていてつかめない気

がしています。

それは、幼小時期は本人が判断できず、親の希望で手術が行われるだけに、医学的・教

育的にも、様々な意見が一致していないからだと思います。［ＡＣＩＴＡ］の懇談会にこ

こ何年かお母さんたちと参加していますが、医師や会社の立場からだけ聞いていると一般

論ばかりで良くわからないのです。

「人工内耳の手術をして音が聞こえるようになった」と言う話を聞けば誰でもその一面

に目をやります。しかし、問題は「どのようなケースに有効なのか」なのです。幼児の場

合は正確に聴力検査ができるまでに時間がかかるため、高度難聴であるかどうかわからな

いままに手術を求める親御さんもいると聞きます。また、術後の効果も相手が子どもであ

るために評価でききれない状況にあるのでしょう。そう言った「はっきりしない状態なの

だから、手術は時期尚早」との批判も聞きます。医学の立場からも、教育の立場からも聞

こえてくるのは、モヤモヤしたものばかりで、今、悩んでいる親御さんの疑問を解消する

には至っていません。今、悩んでいる幼少児の親御さんや、教育現場に欲しいのは、教育

的には成功でも失敗でも、その具体例だと思います。８月号の表紙に「インフォームド・

コンセント」について書かれていましたが、病院の個人対応とは違って、教育現場として

は、効果も限界も５０人一人ひとりの貴重な体験から聞いた方が期待過剰にならないよう

に思うのです・・・・・。

［ＡＣＩＴＡ］の懇談会や会報は、保険適用のことやリハビリの交流等大人にとって必

要な情報が得られるのですが、手術をした子ども達や親御さんは違った悩みを持っている

のではないかと思っています。

病院によっては、ＳＴがいないところもあるそうです。術前の適応に関わる煩雑な仕事

は、忙しい医師にはできないと思います。そして、その後のケアは親の努力に任されるの

でしょうか？。理解してくれない学校があったら、どうしたら良いのでしょうか？。こう

した声を［ＡＣＩＴＡ］の会報に届けるにはどうしたら良いのでしょうか？。

「子どもたちの広場」と言う欄ができ、そうした質問・疑問を楽しみにしています。子

どもたちの周囲の大人たちが一同に会して、普段困っていることや医学・教育等への期待

や不満など出し合っても良いのではないかと思います。会員として、そうしたご相談にお

応えするということでしたら、お手伝いできると思いますので、もし、お父さんやお母さ

んで同じように考えている方がいましたらお返事を下さい。

そして、もうひとつ提案ですが、人工内耳の幼少版ガイドブックを全国の難聴学級、ろ

う学校に配布する予算を文部省に組んでもらえるように、会として要請できないかと考え

ています。正しく知らないために学校現場は動揺しているように思います。適応対象の聴

力レベルがいろいろと言われている中で、少なくとも、補聴器をつけて、聴覚学習・聴能

訓練の機会を半年は持ち、相互に評価を下す場を作るなどのガイドラインができるまで、

医学と教育の狭間で迷う子どもが出ないように、なによりも連絡・連携しあうということ

が大事なのだと言う、経験から得られたことを広めたいと思っています。

※「ＡＣＩＴＡ」No.３２より、ＡＣＩＴＡ編集部および加藤先生の許諾を得て、転載。転載にあたり、加筆を行った。
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９６年度下期難聴関係諸研究会・学会等日程一覧

日本特殊教育学会 ９月１４～１６日（東京）

全国要約筆記問題研究集会 ９月１４～１５日（岡山：津山鶴山ホテル）

日本聴覚医学会 １０月３～４日（京都）

全日本聾教育研究大会 １０月１６～１８日（茨城県水戸市：水戸聾学校）※

フィッティング・フォ－ラム'９６ １０月１９日（茨城県内：会場未定）

日本音声言語医学会 １１月９～１０日（東京・東商ホ－ル）

日本聴覚障害・教育工学研究会聴能部会「日本の（学校での）補聴器フィッティング」

日程未定、会場交渉中

★筑波技術短期大学公開講座「補聴器のフィッティング」 １１月２９日～１２月１日

※全日聾研の今後の予定：茨城→京都→福岡→松山→福島→福井→（北海道）

★の講習会は、６時間以上の補聴器のフィッティング実習を含む講座

その他の聾学校を会場とする各地の研究会日程表 （会場はすべて聾学校）

東北聾教育研究大会 １０月８・９日（秋田校）

北陸地区聾教育研究大会（中間報告） １０月９日（新潟・長岡校）

四国聾教育研究会 小学部会 １０月２４・２５日（予定）（徳島校）

四国聾教育研究会 寄宿舎会 １０月２４・２５日（予定）（宇和校）

東海地区聾教育研究大会 １０月２９日

北海道聴覚障害教育研究大会 １０月３１日・１１月１日（北海道高等）

四国聾教育研究会 早期教育部会 １１月７・８日（高知校）

四国聾教育研究会 中学部会 １１月７・８日（香川校）

中国地区ろう教育研究会 重複障害児教育 １１月１５・１６日（広島校）

中国地区ろう教育研究会 表現教育 １１月１５・１６日（広島校）

中国地区ろう教育研究会 ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ １１月２１・２２日（呉校）

青森県特殊教育研究会聾教育部会 １１月２２日（青森県立青森校）

関東地区聾教育研究会「国語科教育」 １１月２２日（栃木校）

四国聾教育研究会 高等部会 １１月２３・２４日（松山校）

中国地区ろう教育研究会 教科指導（理系）１１月２８・２９日（山口校）

中国地区ろう教育研究会 進路・指導 １１月２８・２９日（山口校）

関東地区聾教育研究会「養護訓練」 １月２４日（長野校）

関東地区聾教育研究会「養護訓練」 １月３０日（千葉県立千葉校）

中国地区ろう教育研究会 養護・訓練 日時未定（松江校）

中国地区ろう教育研究会 健康教育 日時未定（下関校）

中国地区ろう教育研究会 教科指導 日時未定（岡山校）
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講座のご案内 きこえとことばの関係講座［初級］

と き：5月18日～12月21日（第1·第3土曜日、14回） 14:00～16:00
ところ：堺聾学校 会議室・視聴覚室など

ＪＲ阪和線上野芝駅下車 泉北１号線に沿い、徒歩１０分

受講料：無料

主 催：大阪府立堺聾学校

講座内容 ５月１８日 指文字について、きこえとことば(1)

６月 １日 きこえとことば(2)、手話での約束ごと

６月１５日 簡単な手話の会話(1)、ことばを育てる(1)

６月２９日 ことばを育てる(1)、立体的な手話表現

７月 ６日 簡単な手話の会話(2)、手話の歴史と変遷

７月２７日 言葉を育てる親子の遊び、手話の表現と会話(1)

８月３１日 聴力について、聴力の測り方

９月 ７日 補聴器について、手話の表現と会話(2)

９月２１日 手話の表現と会話(3)、補聴器の付け方・使い方

１０月 ５日 聴覚障害者と福祉事業、手話の表現と会話(4)

１０月１９日 豊かな会話をめざして(1)、突然と聞こえ難くなる

１１月１６日 老人の難聴と聞こえ、豊かな会話をめざして(2)

１２月 ７日 豊かな会話をめざして(3)、聴覚障害児教育について

１２月２１日 豊かな会話をめざして(4)、疑問に応える

問い合わせ先：堺聾学校学校開放講座係宛、ＦＡＸ：０７２２－５７－３３１０

・・・ ひとこと ・・・
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じ
る
。

聾
学
校
が
そ
の
地
方
の
聴
覚
障
害
児
教
育
の
セ
ン
タ
ー

的
役
割
を
担
い
、
難
聴
学
級
・
普
通
学
級
と
の
連
絡
、
補

聴
器
の
給
付
等
と
の
関
係
で
福
祉
、
さ
ら
に
人
工
内
耳
の

登
場
で
、
医
療
と
の
連
携
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
パ
ラ
・
エ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野
を
聾
学
校
が
先

頭
と
な
っ
て
切
り
拓
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ

た
。こ

う
し
た
意
欲
的
な
取
り
組
み
は
西
日
本
が
早
い
。
今

回
、
こ
の
こ
と
を
再
び
納
得
す
る
旅
に
な
っ
た
。
「
動
い

て
い
る
」
聾
学
校
を
西
日
本
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
東

日
本
の
聾
学
校
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
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セミナ－御紹介 聴覚障害児の教育と発音指導

日 時：１９９６年８月２０日（火）

会 場：中野サンプラザ（東京都中野区中野）

内 容： 9:30～10:50 「聴覚障害の病理と機関連携」筑波大学 吉岡博英

11:00～12:20 「聴覚口話法の意義と展開」筑波大学 斎藤佐和

13:20～16:40 「発音指導の実務」元筑波大学附属聾学校 岡辰夫

（13:20～14:20「発音指導の原理と留意点」）

（14:30～15:30「清直音の指導」）

（15:40～16:40「濁音・拗音の指導」）

受講料：６０００円、３人以上の団体申し込み＝５５００円

主 催：障害児教育方法研究会（〒180 武蔵野市境南町2-12-8-712 コレール社内）

ＴＥＬ：０４２２－３４－６５６３、ＦＡＸ：０４２２－３４－６０８２

申込方法：下記の受講申込書に記入の上、現金書留で受講料を研究会宛に送金する。

キャンセル不可だが、代理受講は可能。受領次第、受講票が発送される。

指導力強化セミナー受講申込書・・「みみだより」読者用 送信先：0422-34-6082

お名前 勤務先

受講票送付先（〒 ）TEL: FAX:

受講の動機（または、講師に尋ねたい「いま困っていること」）

文献 「重度聴覚障害幼児の聴覚活用の評価 －観察評価表作成の試み－」

松本末男他「筑波大学養護・訓練研究」9,53-60,1996

近刊図書 いずれも（株）コレール社刊「聴覚障害教育選書」として近刊予定

「聴覚障害教育情報ガイド」吉岡博英・四日市章・立入哉編著 2800円

「聴覚障害児の教育と方法」草薙進郎・四日市章編著 3000円

「教師と親のための補聴器活用ガイド」大沼直紀著 （96年11月予定）

「聴覚障害児教育の革新」井原栄二・上野益雄・草薙進郎編著（97年1月予定）

印刷：（株）会議録センタ－ 〒369-01 埼玉県北足立郡吹上町本町1-4-12 電話：0485-48-0609 FAX：0485-48-4998


